
上士幌町女性まつり　記念撮影上士幌町女性まつり　記念撮影

Ｐ１Ｐ１・・・・・・・・・・・・・・・・・・第55回畑作振興会定期総会開催第55回畑作振興会定期総会開催
Ｐ２Ｐ２・・・・・・・・・・・・・・・・・・第28回大豆収穫利用組合定期総会開催第28回大豆収穫利用組合定期総会開催
Ｐ３Ｐ３・・・・・・・・・・・・・・・・・・第39回野菜生産組合定期総会開催第39回野菜生産組合定期総会開催
Ｐ４Ｐ４・・・・・・・・・・・・・・・・・・理事会だより理事会だより
Ｐ５Ｐ５・・・・・・・・・・・・・・・・・・第33回上士幌女性まつり第33回上士幌女性まつり
Ｐ６Ｐ６・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ女性部ＪＡ役員との意見交換会開催ＪＡ女性部ＪＡ役員との意見交換会開催
　　　　　すずらん会１月例会　家の光　　　　　すずらん会１月例会　家の光
Ｐ７Ｐ７・・・・・・・・・・・・・・・・・・フレッシュミズ部会冬季研修会フレッシュミズ部会冬季研修会
　　　　　フレッシュミズ部会１月研修会　　　　　フレッシュミズ部会１月研修会
Ｐ８Ｐ８・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ＪＡ女性部ＪＡ十勝地区女性協議会研修会開ＪＡ女性部ＪＡ十勝地区女性協議会研修会開

催　脳トレ！手足の体操・催　脳トレ！手足の体操・
Ｐ９Ｐ９・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ青年部一夜研修会・全体交流会開催ＪＡ青年部一夜研修会・全体交流会開催
　　　　　　　　　　ＪＡ青年部士幌線ブロック役員研修会ＪＡ青年部士幌線ブロック役員研修会
　　　　　　　　　　ＪＡ青年部ＪＡ役員との意見交換会開催ＪＡ青年部ＪＡ役員との意見交換会開催

Ｐ10Ｐ10・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ青年部酪農部会管内視察研修実施ＪＡ青年部酪農部会管内視察研修実施
　　　　　ＪＡ青年部酪農部会学習会を実施　　　　　ＪＡ青年部酪農部会学習会を実施
Ｐ11Ｐ11・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ青年部消流地視察研修を終えてＪＡ青年部消流地視察研修を終えて
Ｐ12Ｐ12・・・・・・・・・・・・・・・・・・フルーツパラダイスフルーツパラダイス
Ｐ13Ｐ13・・・・・・・・・・・・・・・・・・  農事組合長会議開催　「哺育管理セミ農事組合長会議開催　「哺育管理セミ

ナー」開催　組合員の皆様へナー」開催　組合員の皆様へ
Ｐ14Ｐ14・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ＪＡグループ北海道の農政活動強化にＪＡグループ北海道の農政活動強化に

向けて　なくそう食品ロス向けて　なくそう食品ロス
Ｐ15Ｐ15・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ＪＡグループ北海道の農政活動強化にＪＡグループ北海道の農政活動強化に

向けて　行事予定向けて　行事予定
Ｐ16Ｐ16・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和７年度人間ドックのご案内令和７年度人間ドックのご案内
Ｐ17Ｐ17・・・・・・・・・・・・・・・・・・春のお買い得情報春のお買い得情報‼‼
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齊藤会長挨拶齊藤会長挨拶

総会の様子総会の様子

北
居
辺
北　

大
川
原　

拓　

哉

東

居

辺　

楠　
　
　

政　

幸

北　
　

門　

佐　

藤　
　
　

壮

共
励
会
成
績
発
表

・
食
用
馬
鈴
薯

　

最
優
秀
賞　

泉　

田　

貴　

昌

　

優 

秀 

賞　

㈲

高

橋

農

場

　

優 

良 

賞　

丹　

羽　

洋　

平

・
加
工
馬
鈴
薯

　

最
優
秀
賞　

兼　

子　

政　

信

　

優 

秀 

賞　

泉　

田　

澄　

夫

　

優 
良 

賞　

籔　

根　
　
　

豊

・
て
ん
菜
（
移
植
）

　

最
優
秀
賞　

㈲

斉

藤

農

場

　

優 

秀 

賞　

㈲

遠

山

農

場

　

優 

良 

賞　

泉　

田　

和　

寛

・
て
ん
菜
（
直
播
）

　

最
優
秀
賞　

㈲

高

橋

農

場

　

優 

秀 

賞　

嶋　

木　

勝　

美

　

優 

良 

賞　

大　

江　

新
太
郎

・
小　

豆

　

最
優
秀
賞　

鈴　

木　

一　

志

畑
作
振
興
会
定
期
総
会
開
催

畑
作
振
興
会
定
期
総
会
開
催

品
質
向
上
・
コ
ス
ト
削
減
・
安
全
な
農
作
物
生
産
を

第55回

大豆の部　最優秀賞　長屋政一氏大豆の部　最優秀賞　長屋政一氏

　

優 

秀 

賞　

藤　

本　
　
　

猛

　

優 

良 

賞　

瓦　

井　

悟　

朗

・
大　

豆

　

最
優
秀
賞　

長　

屋　

政　

一

　

優 

秀 

賞　

大　

江　

新
太
郎

　

優 

良 

賞　

㈱
十
勝
あ
け
ぼ
の
農
場

・
菜　

豆

　

最
優
秀
賞　

㈲

大

平

農

場

　

優 

秀 

賞　

佐　

藤　

繕　

規

　

優 

良 

賞　

佐　

藤　

達　

弥

・
小　

麦
（
個
人
）

　

最
優
秀
賞　

楠　
　
　

政　

幸

　

優 

秀 

賞　

松　

岡　

英　

樹

　

優 

良 

賞　

㈲

遠

山

農

場

・
小　

麦
（
団
体
）

　

最
優
秀
賞　

東
居
辺
麦
作
集
団

　

優 

秀 

賞　

北
門
麦
作
集
団

　

優 

良 

賞　

北
居
辺
南
麦
作
集
団

　

二
月
五
日
、
上
士
幌
町
畑
作
振

興
会
（
齊
藤
雄
司
会
長
）
の
第
五

十
五
回
定
期
総
会
が
農
協
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

齊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

高
橋
組
合
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

上
士
幌
支
部
の
小
林
悠
樹
氏
が

議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
・
進
行

を
務
め
た
。

　

全
議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

今
後
も
食
の
安
全
・
安
心
確
保
、

主
要
農
作
物
の
品
質
向
上
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
蔓
延

防
止
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
み
、

安
定
多
収
・
適
正
施
肥
に
務
め
、

コ
ス
ト
低
減
を
追
及
し
な
が
ら
所

得
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

ま
た
本
年
は
役
員
選
考
が
行
わ

れ
、
遠
山
昇
治
氏
が
会
長
に
選
任

さ
れ
た
。

新
役
員
体
制

会　
　

長　

遠　

山　

昇　

治

副

会

長　

大　

江　

新
太
郎

〃

　

泉　
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和　

昭

監　
　

事　

牧　

野　

明　

彦

〃

　

関　

口　

孝　

典

理　
　

事

上

音

更　

舟　

根　

忍　

徳

上

士

幌　

坂　

田　

敦　

彦

北
居
辺
南　

臼　

井　

真　

貴

〜
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楠組合長挨拶

　

二
月
七
日
、
大
豆
収
穫
利

用
組
合
（
楠
政
幸
組
合
長
）

の
第
二
十
八
回
定
期
総
会
が

農
協
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

楠
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
高
橋
組
合
長
よ
り
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

楠
組
合
長
が
議
長
を
兼
任

し
議
事
進
行
を
行
い
、
全
議

案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

上
士
幌
町
の
大
豆
は
根
菜

類
を
基
調
と
し
た
輪
作
体
系

の
見
直
し
と
、
経
営
規
模
拡

大
に
よ
る
労
力
の
軽
減
を
図

る
為
、
省
力
化
・
低
コ
ス
ト

対
策
と
し
て
平
成
七
年
度
か

ら
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入

さ
れ
、
安
定
的
な
作
付
と
収

穫
体
系
が
確
立
さ
れ
た
事
に

よ
り
大
豆
作
付
面
積
も
年
々

増
加
し
、
基
幹
作
物
と
し
て

定
着
し
た
。

大
豆
収
穫
利
用
組
合

大
豆
収
穫
利
用
組
合

��

定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

第28回

総会の様子総会の様子

〜
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大川原組合長挨拶

　

二
月
七
日
、
上
士
幌
町
野
菜
生

産
組
合
（
大
川
原
拓
哉
組
合
長
）

の
第
三
十
九
回
定
期
総
会
が
農
協

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

大
川
原
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
高
橋
組
合
長
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

議
長
は
大
川
原
組
合
長
が
兼
務

で
行
い
、
全
議
案
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　

令
和
七
年
度
も
畑
作
経
営
の
中

に
お
け
る
野
菜
生
産
が
今
後
さ
ら

に
発
展
す
る
様
、
労
力
対
策
・
生

産
コ
ス
ト
低
減
対
策
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
品
質
向
上
に
向
け
た

生
産
技
術
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
所
得
確
保
と
向
上
を

目
標
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
役
員
選
考
が
行

わ
れ
、
楠
圭
太
氏
が
会
長
に
選
任

さ
れ
た
。

野
菜
生
産
組
合

野
菜
生
産
組
合

��

定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

第39回

総会の様子総会の様子

〜

新
役
員
体
制

　

組
合
長　
　

楠　
　
　

圭　

太

　

副
組
合
長　

松　

岡　

英　

樹

　

監　
　

事　

早　

坂　
　
　

拓
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報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

３
．
関
連
会
社
の
財
務
状
況
に
つ

い
て

４
．
令
和
７
年
営
農
計
画
書
協
議

結
果
に
つ
い
て

５
．
令
和
７
年
度
農
薬
価
格
に
つ

い
て

議
案
第
１
号

　
　

人
事
労
務
基
本
方
針
の
制
定

に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
令
和
７
年
度
収
支
計
画
基
準

に
つ
い
て

２
．
令
和
７
年
度
地
域
懇
談
会
開

催
資
料
の
検
討
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
第
３
・
四
半
期
監
査
報
告
に

つ
い
て

２
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い

て

３
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

４
．
２
月
以
降
の
行
事
予
定
に
つ

い
て

５
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

６
．
マ
ネ
ロ
ン
等
の
防
止
に
か
か

る
対
応
状
況
に
つ
い
て

７
．
営
農
貯
金
利
率
の
改
定
に
つ

い
て

８
．
農
家
施
設
資
金
の
利
率
に
つ

い
て

９
．
令
和
６
年
末
組
勘
収
支
状
況

及
び
貸
付
金
残
高
推
移
に
つ

い
て

10
．
理
事
に
対
す
る
資
金
貸
付
の

報
告
に
つ
い
て

11
．
令
和
５
年
産
小
麦
共
同
計
算

の
精
算
結
果
報
告
に
つ
い
て

12
．
澱
原
馬
鈴
薯
共
同
計
算
に
お

け
る
令
和
４
年
産
精
算
結
果

及
び
令
和
５
年
産
・
令
和
６

年
産
追
加
仮
渡
金
の
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

定
款
第
52
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
く
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

役
員
報
酬
審
議
会
へ
の
審
議

諮
問
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

協
議
事
項

１
．
上
士
幌
町
新
年
交
礼
会
に
つ

い
て

２
．
上
士
幌
町
農
業
振
興
審
議
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

３
．
上
士
幌
町
農
業
委
員
会
委
員

候
補
者
の
団
体
推
薦
に
つ
い

て

第
11
回
理
事
会

令
和
６
年
12
月
16
日

第
12
回
理
事
会

令
和
７
年
１
月
24
日

第
13
回
理
事
会

令
和
７
年
２
月
10
日

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て 

２
．
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

３
．
農
事
組
合
長
会
議
の
開
催
に

つ
い
て

４
．
理
事
に
対
す
る
資
金
貸
付
の

報
告
に
つ
い
て

５
．
令
和
６
年
度
豆
類
取
扱
調
製

状
況
に
つ
い
て

６
．
馬
鈴
薯
各
種
等
級
格
差
金
の

支
払
い
に
つ
い
て

７
．
令
和
６
年
度
野
菜
取
扱
状
況

に
つ
い
て

８
．
令
和
５
年
産
大
豆
共
同
計
算

の
精
算
結
果
報
告
に
つ
い
て

９
．
令
和
５
年
産
長
芋
共
同
計
算

の
精
算
結
果
報
告
に
つ
い
て

10
．
令
和
７
年
産
秋
播
小
麦
作
付

実
測
面
積
集
計
結
果
に
つ
い

て

11
．
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧

場
指
定
管
理
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

13
．
第
３
・
四
半
期
生
乳
生
産
状

況
に
つ
い
て

14
．
上
士
幌
町
農
業
機
械
銀
行
事

業
に
係
る
利
用
実
績
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

役
員
報
酬
審
議
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

退
職
者
再
雇
用
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

公
用
印
管
理
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機

関
等
の
業
務
の
代
理
又
は
媒

介
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧

場
指
定
管
理
者
申
請
に
つ
い

て
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第33回 上士幌女性まつり第33回 上士幌女性まつり

レクリエーションレクリエーションでで楽しい一日を！楽しい一日を！

晴れドキドキアンブレラ　種目晴れドキドキアンブレラ　種目

優勝　北門チーム優勝　北門チーム

ドキドキバランス缶リレー　種目ドキドキバランス缶リレー　種目 豆で達者で　種目豆で達者で　種目

◯×クイズ　勝者◯×クイズ　勝者

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
布
谷
桂
子
部
長
）

は
二
月
三
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
第
三
十
三
回
上
士
幌
女
性
ま
つ
り

を
開
催
し
た
。

　

趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
手
作
り
の
作
品
・
加
工
品
の

展
示
も
行
わ
れ
、
四
十
五
名
が
参
加

し
た
。

　

十
時
三
十
分
か
ら
の
開
会
で
布
谷

部
長
よ
り
「
日
頃
の
運
動
不
足
を
解

消
し
、
楽
し
い
種
目
や
手
作
り
の
作

品
・
加
工
品
の
展
示
も
あ
る
の
で
今

日
は
有
意
義
な
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
。
続
い
て
来
賓
の
Ｊ
Ａ
上
士

幌
町
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
、
上
士

幌
町
竹
中
町
長
、
上
士
幌
町
教
育
委

員
会
小
堀
教
育
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

ま
ず
始
め
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
、

そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
始

ま
っ
た
。

　

今
年
は
、
○
×
ク
イ
ズ
や
六
種
目

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
競
い
合
い
、
参
加

者
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
チ
ー
ム

の
仲
間
や
子
ど
も
達
の
声
援
の
も
と
、

競
技
に
熱
中
し
て
い
た
。

　

部
員
ら
が
仕
事
の
合
間
に
丹
精
込

め
て
作
り
上
げ
た
手
芸
品
や
加
工
品

が
出
品
さ
れ
、
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
部
員
同
士
作
り
方
を
教
え
合
う
な

ど
の
場
面
が
見
ら
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
北
門
チ
ー

ム
が
優
勝
に
輝
き
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

第33回 上士幌女性まつり第33回 上士幌女性まつり

レクリエーションレクリエーションでで楽しい一日楽しい一日を！を！

布谷部長挨拶布谷部長挨拶

ラジオ体操の様子ラジオ体操の様子
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すずらん会 １月例会 高齢期の
健康づくり講座

　ＪＡ女性部すずらん会（根本佐代子会長）は、１

月27日、農協会議室で１月例会を開催した。

　今年は、ＮＰＯ法人ソーシャルビジネス推進セン

ター健康運動指導士林美里氏を講師に迎え、まる元

体操を行った。

　部員10名が参加し、頭を使った体操やボールを

使ったストレッチなど行った。

　参加した皆さんは真剣に話を聞き、時に笑いもあ

りながら充実した講習会となった。講習会終了後は

参加者皆でお弁当を食べ、会員同士の交流を深めて

いた。講師　林　美里氏講師　林　美里氏

意見交換会の様子意見交換会の様子

JA女性部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
布
谷
桂
子
部
長
）
は
、
一

月
二
十
三
日
農
協
会
議
室
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
女

性
部
役
員
と
Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
橋
組
合
長
よ
り
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
、
意
見
交
換
会
へ
と
移
っ
た
。

　

各
支
部
か
ら
上
が
っ
て
き
た
身
近
な
問
題

や
農
協
事
業
に
関
わ
る
質
問
な
ど
幅
広
い
意

見
が
飛
び
交
い
、
充
実
し
た
意
見
交
換
会
と

な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
役
員
と
の

�

意
見
交
換
会
開
催

家
の
光

３
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

そ
ろ
そ
ろ
考
え
た
い
わ
た
し
と

家
族
の
介
護

　

で
き
て
い
た
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
、
お
金
や
時
間
が

か
か
る
、
家
族
が
気
兼
ね
す

る
…
。
介
護
は
さ
れ
る
側
、

す
る
側
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
の
少
な
い
「
幸
せ
な
介

護
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

全
国
で
増
え
続
け
て
い
る

耕
作
放
棄
地
は
地
域
に
と
っ

て
の
悩
み
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、

農
商
工
連
携
や
新
規
事
業
開

発
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
か
ら
始
ま

る
地
域
や
農
業
者
の
「
元
気
」

ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
ま
す
。

４
月
号
予
告

耕
作
放
棄
地
か
ら
始
ま
る
！

まる元体操の様子まる元体操の様子
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冬季研修会冬季研修会

１月研修会１月研修会

「ローストチキン・フルーツサンドづくり」「ローストチキン・フルーツサンドづくり」

「家族でつくろうかまくら作り」「家族でつくろうかまくら作り」

　ＪＡ女性部フレッシュミズ部会

（伊藤早紀部会長）は12月17日、

食品加工センターで冬季研修会を

開催した。

　同じ上士幌町で農業を営み家庭

を預かっているフレッシュミズ部

会の交流を目的に活動しており、

今回の研修は８名が参加しロース

トチキンとフルーツサンド作りを

行った。

　食品加工センター職員の指導の

下、２班に分かれて手際良く作業

が進められた。出来上がったロー

ストチキンとフルーツサンドは参

加者で分けて解散となった。

　ＪＡ女性部フレッシュミズ部会（伊藤早紀部会長）

は１月25日、上音更コミュニティーセンターにて一

月研修会を開催した。

　１月研修会にはフレッシュミズ部会員を含めた15

名が参加した。例年より雪が少なく予定していたかま

くらは作ることができなかったが、家族で雪だるまを

作ったり、そり遊びをしたり雪遊びを楽しんでいた。

その後懇親会を行い解散となった。

　懇親会時はそれぞれの日々の子育てや営農について

等情報交換を行っていた。

冬季研修会冬季研修会

１月研修会１月研修会

「ローストチキン・フルーツサンドづくり」「ローストチキン・フルーツサンドづくり」

「家族でつくろうかまくら作り」「家族でつくろうかまくら作り」

フルーツサンドづくりの様子フルーツサンドづくりの様子

ローストチキンづくりの様子ローストチキンづくりの様子

フレッシュミズ部会フレッシュミズ部会

フレッシュミズ部会フレッシュミズ部会

雪だるまづくりの様子雪だるまづくりの様子
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ＪＡ女性組織綱領朗読ＪＡ女性組織綱領朗読

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会
開
催

JA
女性部

　

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
は
十

二
月
十
日
～
十
一
日
、
十
勝
幕
別
温

泉
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
Ｊ
Ａ

十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会
を
開

催
し
、本
町
か
ら
は
五
名
が
参
加
し
た
。

　

十
勝
女
性
協
議
会
平
会
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、
研
修
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
講

師
に
渡
貫
淳
子
氏
を
招
き
、
女
性
南
極
料
理
人

が
教
え
る
�
「
極
限
の
栄
養
管
理
」
に
つ
い
て

講
習
を
行
い
、
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
だ
。
次
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
帯
広

支
所
支
所
長
山
本
和
男
氏
か
ら
「
み
ん
な
で
学

ぼ
う
農
政
学
習
塾
」
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た
。

講師 女性南極料理人 渡貫氏講師 女性南極料理人 渡貫氏

避難所運営ゲーム避難所運営ゲーム
「「DoDo はぐ」の様子はぐ」の様子

　

懇
親
会
で
は
、
美
味
し
い
食
事
を
堪
能
し
、

十
勝
管
内
の
女
性
部
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

各
単
組
か
ら
特
産
品
を
持
ち
寄
り
豪
華
景
品
を

か
け
た
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
て
い
た
。

　

二
日
目
は
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
『
Ｄ
Ｏ
は

ぐ
』
を
行
っ
た
。
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
か
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
色
ん
な
意

見
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
防
災
情
報
の
知
識
を

学
び
、
女
性
部
員

は
地
域
の
避
難
所

運
営
委
員
と
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
避

難
所
運
営
を
行
う

場
合
ど
の
よ
う
な

事
態
が
発
生
す
る

か
体
験
し
た
。
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一夜研修会･一夜研修会･
　全体交流会開催　全体交流会開催JA青年部JA青年部

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
増
田
優
造
部
長
）
は
、
二
月
六

日
～
七
日
に
か
け
て
一
夜
研
修
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
二
十
名
の
部
員
が
出
席
し
、
は
じ
め
に
農

協
事
務
所
会
議
室
で
安
全
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

農
作
業
安
全
講
習
と
し
て
、
十
勝
農
業
普
及
改

良
セ
ン
タ
ー
十
勝
北
部
支
所 

地
域
第
二
係
長 

笠

井
千
会
氏
を
招
き
、
農
作
業
事
故
の
事
例
や
日
常

の
農
作
業
に
お
い
て
気
を
付
け
る
点
な
ど
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
帯
広
市
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
カ
フ
ェ
ｔ

ｈ
ｅ 

Ｌ
ｉ
ｔ
に
移
動
し
、
全
体
交
流
会
が
行
わ

れ
た
。
ゲ
ー
ム
中
は
数
多
く
の
会
話
が
飛
び
交
い
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
な
が
ら
部
員
た
ち
は

楽
し
い
交
流
会
を
過
ご
し
た
。

　

全
体
交
流
会
後
は
市
内
に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
勝
ち
進
ん
だ
部
員
へ
賞
品
が
手

渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
部
員
同
士
交
流
を
深
め
る

な
ど
非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

士幌線ブロック士幌線ブロック
　　　　役員研修会役員研修会JA青年部JA青年部

　

十
二
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
士
幌
線

ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
会
が
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の

主
催
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
農
業
・
農
村

の
動
向
に
つ
い
て
と
題
し
講
師
と
し
て
十

勝
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
農
務
課
か
ら

主
幹 

千
葉
邦
博
氏
・
農
業
経
営
係
長 

黒

柳
博
之
氏
・
農
業
経
営
係 

技
師 

下
島
小

麦
氏
を
招
き
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

士
幌
、
音
更
、
木
野
、
鹿
追
、
上
士
幌

の
五
Ｊ
Ａ
の
役
員
が
集
い
、
研
修
会
で
は

グ
ラ
フ
を
用
い
て
十
勝
農
業
を
中
心
に
北

海
道
農
業
の
各
分
野
の
動
向
を
学
ん
だ
。

五
単
組
か
ら
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
う
な

ど
青
年
部
役
員
に
と
っ
て
貴
重
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
へ
場
所
を
移
し
、
単

組
の
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め
、
今

後
に
つ
な
が
る
良
い
場
と
な
っ
た
。

交流会の様子交流会の様子

研修会の様子研修会の様子

JA青年部

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
増
田
優
造
部
長
）
は
、
一
月

二
十
七
日
に
農
協
事
務
所
三
階
会
議
室
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

今
年
も
青
年
部
全
部
員
を
対
象
と
し
、
役
員

を
含
む
十
三
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
よ
り

挨
拶
を
頂
き
、
そ
の
後
増
田
部
長
の
挨
拶
で
開

始
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
事
前
に
農
協
側
に

質
問
し
て
い
た
資
料
と
令
和
七
年
度
の
農
協
事

業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
今
回
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
今
後
の
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
青
年

部
世
代
と
し
て
勉
強
に
な
り
、
良
い
経
験
の
場

と
な
っ
た
。

　

増
田
部
長
は
「
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、

青
年
部
内
外
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
広
く
協

議
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
。
今
後

も
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
す
る
た
め

に
も
様
々
な
意
見
交

換
の
場
を
設
け
て
い

く
よ
う
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
た
。 Ｊ

Ａ
役
員
と
の

�

意
見
交
換
会
開
催意見交換会の様子意見交換会の様子
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酪農部会酪農部会

管内視察研修実施管内視察研修実施

酪農部会酪農部会

学習会を実施学習会を実施

JA青年部JA青年部

JA青年部JA青年部

　

一
月
三
十
日
に
Ｊ
Ａ
青
年
部
酪

農
部
会
（
髙
木
俊
樹
部
会
長)

は

管
内
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

視
察
先
で
あ
る
よ
つ
葉
乳
業
十

勝
主
管
工
場
を
視
察
し
た
。
北
海

道
協
同
乳
業
株
式
会
社
（
現
よ
つ

葉
乳
業
株
式
会
社
）
は
太
田
寛
一

氏
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
二
年
（
一

九
六
七
年
）
に
、
十
勝
管
内
の
八

つ
の
農
協
が
中
心
と
な
り
、
農
民

資
本
の
乳
業
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
同
年
に
は
乳
製
品
工
場
（
現

十
勝
主
管
工
場
）
が
完
成
し
、
釧

路
市
・
紋
別
市
・
浜
頓
別
町
・
千

葉
県
に
も
工
場
を
設
け
、「
よ
つ
葉
」

ブ
ラ
ン
ド
の
牛
乳
・
乳
製
品
を
全

国
に
届
け
る
総
合
乳
業
メ
ー
カ

ー
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。　

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七

年
）
に
は
ブ
ラ
ン
ド
名
と
社
名

を
統
一
し
「
よ
つ
葉
乳
業
株
式

会
社
」
と
な
り
、
現
在
で

は
一
般
消
費
者
向
け
の
製

品
の
ほ
か
、
バ
タ
ー
や
生

ク
リ
ー
ム
、
脱
脂
粉
乳
な

ど
業
務
用
乳
製
品
の
分
野

で
日
本
全
国
の
四
分
の
一

の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

参
加
し
た
青
年
部
員
は
、

こ
れ
か
ら
も
関
係
性
が
高

い
よ
つ
葉
乳
業
の
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
知
識
向
上
を

図
り
、
今
後
の
営
農
で
活

か
せ
る
と
て
も
充
実
し
た

研
修
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
部
会
（
髙

木
俊
樹
部
会
長
）
は
一
月
二
十

一
日
に
学
習
会
を
実
施
し
た
。

よつ葉乳業にて記念撮影よつ葉乳業にて記念撮影

髙木部会長挨拶髙木部会長挨拶

学習会の様子学習会の様子

視察の様子視察の様子

当
日
は
十
一
名
の
部
会
員
が

出
席
し
、
北
海
道
農
業
共
済

組
合 

上
士
幌
診
療
所
よ
り

内
山
豪
氏
を
招
き
、「
蹄
病

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
会
を
行
い
、
蹄
病
の
基
本

知
識
・
跛
行
の
見
方
・
制
御

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
蹄
病
が
酪
農
経
営

に
与
え
る
影
響
や
動
画
を
交

え
た
跛
行
ス
コ
ア
の
見
分
け

方
な
ど
、
新
し
い
知
識
を
吸

収
し
、
学
習
会
に
参
加
し
た

青
年
部
員
は
真
剣
な
表
情
で

学
び
、
多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど

有
意
義
な
学
習
会
と
な
っ
た
。
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JA青年部

消
流
地
視
察
研
修
を
終
え
て

荒
井
　
峻
也
・
猪
狩
　
裕
平
・
阿
部
　
翔
太

　

令
和
七
年
一
月
十
四
日
～
十
六
日

の
二
泊
三
日
で
Ｊ
Ａ
青
年
部
主
催
に

よ
る
消
流
地
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
酪
農
部
会
よ
り

荒
井
峻
也
・
猪
狩
裕
平
・
阿
部
翔
太

の
三
名
で
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
中
の
九
州
の
天
候
は
晴
天

に
恵
ま
れ
た
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
帯
広
空
港
か
ら
羽
田
空

港
を
経
由
し
、
宮
崎
空
港
に
は
予
定

通
り
午
後
五
時
頃
に
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
後
は
ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

を
済
ま
せ
、
繁
華
街
の
飲
食
店
に
て

宮
崎
県
の
郷
土
料
理
を
堪
能
し
、
移

動
の
疲
れ
を
癒
や
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
午
前
九
時
頃
に
レ
ン
タ

カ
ー
を
利
用
し
ホ
テ
ル
を
出
発
し
ま

し
た
。
目
的
地
で
あ
る
、
㈲
白
水
舎

乳
業
に
向
か
い
、
午
前
九
時
二
十
頃

に
到
着
し
、
視
察
を
行
い
な
が
ら
担

当
者
よ
り
㈲
白
水
舎
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
水
舎
の
創

業
の
き
っ
か
け
は
、
初
代
社
長
の
都

成
仲
二
氏
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
渡
り
、
現
地
で
酪
農
に

触
れ
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
大
正

八
年
に
宮
崎
市
高
松
町
で
酪
農
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
牛
乳

を
飲
む
習
慣
が
な
か
っ
た
人
た
ち
に
、

都
成
仲
二
氏
が
「
牛
乳
は
命
の
白
い

水
じ
ゃ
」
と
言
い
な
が
ら
営
業
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
名
が
白
水
舎

と
な
っ
た
と
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
白
水
舎
の
営
業
方
針
は
「
乳
」

で
皆
さ
ま
の
健
康
に
貢
献
し
、
牛
乳

に
は
人
工
的
な
も
の
を
一
切
足
さ
な

い
こ
と
を
創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
ず

に
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
初
代
か

ら
一
貫
し
て
、
生
乳
に
こ
だ

わ
り
、
牛
乳
製
造
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
現
在
は
三
代
目

と
な
り
、
質
の
良
い
生
乳
を

使
用
し
て
さ
ら
に
牛
乳
の
良

さ
を
広
め
た
い
と
の
考
え
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
開
発
し
、
人
気
商

品
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

創
業
以
来
か
ら
宮
崎
の
高
品
質
な
生

乳
を
生
か
し
た
牛
乳
や
乳
製
品
の
開

発
に
一
貫
し
て
取
り
組
み
続
け
て
お

り
、
二
〇
十
四
年
に
は
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
牛
乳
甘
酒 

百
白
糀
を
開

発
し
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ワ
ー
ド
二
〇

十
五
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
他

社
に
は
な
い
と
こ
ろ
や
大
手
の
会
社

が
や
ら
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
独
自

の
ス
タ
イ
ル
を
追
い
な
が
ら
沢
山
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
日
々
行
い
な

が
ら
も
多
く
の
方
々
に
安
心
で
安
全

な
牛
乳
と
乳
製
品
を
味
わ
っ
て
頂
き

た
い
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
千
穂
牧
場
へ
移
動
し

ま
し
た
。
高
千
穂
牧
場
は
平
成
三
年

に
酪
農
体
験
型
の
施
設
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
、
酪
農
事
業
を
主
体
と
し
た

業
務
運
営
を
行
う
と
同
時
に
物
販
・

飲
食
・
製
造
部
門
を
運
営
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
高
千
穂
牧
場
で
は
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
、
ガ
ー
ン
ジ
ー
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
の
乳
牛
を
飼
養
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
の
特
性
を
生
か
し

た
製
品
を
製
造
し
、
展
示
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や
製

品
手
づ
く
り
体
験
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
の

少
な
く
な
っ
た
子
供
た
ち
が
、
牧
場

で
動
物
や
草
花
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
生
命
や
酪
農
の
大
切
さ
を
学

ん
で
欲
し
い
と
ご
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。
高
千
穂
牧
場
の
総
敷
地
面
積
は

四
十
二
ha
で
、
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

牛
乳
・
乳
製
品
製
造
施
設
、
家
畜
飼

養
施
設
、
家
畜
糞
尿
処
理
施
設
を
備

え
て
お
り
、
乳
用
牛
の
飼
育
状
況
と

し
て
は
経
産
牛
が
六
十
一
頭
、
育
成

牛
が
二
十
九
頭
の
計
九
十
頭
飼
育
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
馬
や

羊
、
ウ
サ
ギ
も
飼
育
さ
れ
て
い
る
な

ど
幅
広
い
動
物
達
と
触
れ
合
え
る
牧

場
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
以
上
で
視
察

先
へ
の
訪
問
が
終
了
し
、
翌
日
に
北

海
道
へ
帰
省
し
ま
し
た
。
研
修
中
は

事
故
等
何
も
な
く
、
全
員
が
無
事
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
安
心
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
宮
崎
県
を
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
私
た
ち
の
農
業
形
態
や
営

農
と
異
な
る
部
分
も
沢
山
あ
り
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
農
業
後
継
者
と
し
て
今
後
の
営

農
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て

強
く
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た

多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
農
業
情
勢
は
厳

し
い
環
境
が
続
き
ま
す
が
、
農
業
後

継
者
と
し
て

の
自
覚
を
持

ち
営
農
に
邁

進
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

白水舎製品白水舎製品

牧場でのふれあいの様子牧場でのふれあいの様子

高千穂牧場で記念撮影高千穂牧場で記念撮影

➡➡宮崎県 伊勢海老宮崎県 伊勢海老

➡➡
宮崎牛宮崎牛
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農事組合長会議開催農事組合長会議開催
　

十
二
月
二
十
五
日
、
令
和
六
年
度
農
事
組
合
長
会
議
が

農
協
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、
開
会
に
あ
た
り
高
橋
代
表

理
事
組
合
長
よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。　
　

　

そ
の
後
、
令
和
六
年
度
の
農
協
事
業
の
進
捗
状
況
・
概

要
に
つ
い
て
、
本
年
は
好
天
が
続
き
作
物
全
般
に
平
年
以

上
の
作
柄
と
な
っ
た
。
農
業
情
勢
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
円
安
の
進
行
に
よ
る
物
価
高
騰

の
影
響
か
ら
、
農
畜
産
物
の
消
費
低
迷
に
加
え
、
生
産
資

材
等
は
高
止
ま
り
状
況
に
あ
る
。
生
産
現
場
で
は
、
生
乳

生
産
抑
制
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
家
畜
販
売
価
格
低
迷
な

ど
、
厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
グ

ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
り

安
心
し
て
営
農
出
来
る

環
境
整
備
を
国
に
対
し

強
く
求
め
て
行
く
こ
と

が
必
要
と
し
た
。

　

次
に
令
和
六
年
度
の

各
部
の
事
業
の
進
捗
状

況
・
概
要
に
つ
い
て
も

報
告
さ
れ
閉
会
し
た
。

会議の様子会議の様子 高橋組合長挨拶高橋組合長挨拶

〜

哺育管理セミナーの様子哺育管理セミナーの様子

講師　笠井千会氏講師　笠井千会氏

「
哺
育
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

「
哺
育
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

一
月
十
四
日
に
農
協
会
議
室
に

お
い
て
、
上
士
幌
町
内
の
酪
農
・

　

今
後
も
様
々
な
講
座
を
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

畜
産
従
事
者
を
対

象
に
し
た
「
哺
育

管
理
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
十
勝
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

十
勝
北
部
支
所
地

域
第
二
係
長
笠
井

千
会
氏
を
招
き
「
哺

育
の
基
礎
」
と
題

し
講
座
を
行
っ
た
。

「
哺
育
の
基
本
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
、

道
内
の
参
考
と
な

る
事
例
、
最
近
の

哺
育
管
理
に
関
す

る
知
見
」
等
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
を

受
け
た
。
参
加
し
た

方
か
ら
は
、
哺
育
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
、

疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
質
疑
応
答

を
行
い
、
有
意
義
な

講
座
と
な
っ
た
。

組合員の皆様へ

　組合員資格に変動があった場合は、農協法の定めにより組合員の皆様が、届出しなけれ

ばならない事となっておりますので、変動のある方は管理課までお届け下さい。
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行
事
予
定

３
月

５
日　
　
　

和
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

10
日　
　
　

乳
牛
市
場

13
日　
　
　

育
成
牛
市
場

中
旬　
　
　

農
業
廃
プ
ラ

18
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

24
日　
　
　

乳
牛
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

４
月

１
～
４
日　

決
算
業
務

10
日　
　
　

和
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

14
日　
　
　

乳
牛
市
場

17
日　
　
　

育
成
市
場

21
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

28
日　
　
　

乳
牛
市
場

下
旬　
　
　

農
業
廃
プ
ラ
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◆　受診対象　　　30歳以上

◆　助成について　農協からの助成　～　30歳以上の組合員及び家族

　　　　　　　　　町からの助成　　～　40歳から74歳の国民健康保険加入者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び高齢者医療制度加入者（主に75歳以上の方）

◆　健診の申込取りまとめ　※３月上旬にご案内いたします。

　　希望される方はご案内後、農協管理課までお申込み下さい。

　　※ 健診希望者が予定人数をオーバーした場合には、個別にご相談させていただきます

ので、ご了承下さい。

令和

７
年度 人間ドック人間ドックののご案内ご案内

　組合員及び家族の健康管理の一環として、人間ドックの健診事業を下記の日程に
より実施いたします。
　今年度の人間ドックにつきましては、帯広厚生病院から男性77名、女性65名の述
べ142名の健診枠が示されています。
　年1回の受診をお勧めします。

◆　巡回ドックについて

　令和７年５月１日～２日（２日間予定）・令和８年１月27日～１月30日（４日間予定）

本町（ふれあいプラザ）にて巡回ドックが行われますので、人間ドックを受診されな

い方は巡回ドックを受診されますようおすすめ致します。

　なお、巡回ドックにつきましては18歳以上の方から受けることができます。町と農

協からの助成があります。

　日程が近くなりましたら、再度ご案内いたします。希望される方は、農協管理課、

又は役場保健福祉課健康増進担当（電話２－４１２８）までお申込み下さい。

男性の日程

５月23日（金）２名

６月20日（金）２名

７月２日（水）２名

８月19日（火）１名

９月５日（金）１名

９月24日（水）１名

10月16日（木）１名

10月29日（水）１名

10月31日（金）５名

11月10日（月）15名

11月13日（木）１名

11月14日（金）２名

11月18日（火）４名

11月19日（水）１名

11月26日（水）10名

11月27日（木）10名

12月29日（月）２名

１月６日（火）３名

１月14日（水）８名

１月15日（木）２名

１月21日（水）３名

女性の日程

５月20日（火）１名

５月22日（木）２名

６月24日（火）２名

６月25日（水）１名

７月16日（水）２名

７月17日（木）１名

８月４日（月）３名

８月19日（火）１名

９月25日（木）１名

10月２日（木）２名

10月15日（水）２名

10月16日（木）１名

10月17日（金）１名

10月27日（月）６名

10月29日（水）１名

10月30日（木）12名

11月５日（水）２名

11月14日（金）４名

12月16日（火）７名

12月24日（水）３名

１月７日（水）４名

１月15日（木）３名

１月21日（水）３名
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春のお 買 得 情 報

＊夏タイヤ購入で組み替え工賃・バランス調整・
　脱着・ゴムバルブ交換 無料

＊夏タイヤ４本購入でBOXティッシュ５箱入り
　２パック贈呈

夏タイヤ　割引キャンペーン�

洗車プリカカード〈特売〉

＊洗車プリカカード通常価格5,000円を3,500円で販売

期間：2025年４月１日（火）〜2025年６月30日（月）

期間：2025年４月１日（火）〜2025年４月30日（水）

春のオイル交換キャンペーン�

期間：2025年４月１日（火）〜2025年６月30日（月）

＊オイル・エレメント交換セットでＢＯＸティッシュ

２箱贈呈

※ただし、廃タイヤの処分とアルミバルブ交換について
は有料。タイヤ持ち込みにつきましては、お問い合わ
せ下さい。

ホクレン上士幌セルフ給油所
（TEL2-2038）


